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安全上のご注意
●安全上のご注意については、エアコン本体の据付説明書の記載事項を据付工事の前によ
くお読みになり、お守りください。

●冷媒配管の配管材質・サイズの選択については、エアコン本体の据付説明書をご覧くだ
さい。

このたびは東芝パッケージエアコン用分岐ジョイントをお買い上げ
いただきましてまことにありがとうございました。
据付けの前に、この説明書をよくお読みになり正しい据付けを行っ
てください。

東芝パッケージエアコン用

分岐ジョイント〈R410A/R32用〉据付説明書
形名

RBM-BY55, BY105, BY205, BY305

●ガス側・液側分岐管の断熱材の取付方法
配管断熱
●分岐ジョイントの断熱は、水滴落下を防止するために、同梱の断熱材と現地手配の配管断熱材の合わ
せ部を隙間のないように突き合わせ、さらに厚さ10mm以上の断熱材（現地手配）を巻いてください。

●ガス側配管の断熱材は、120℃以上の耐熱性のものを使用してください。

●左記断熱作業をしたあと、テーピ
ング処理をしてください。
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お願い
天井内の雰囲気によっては、断熱材に露が付くことがあります。
天井内が高温多湿になることが予想されるときは、上記の断熱材にさらにグラスウール
（16～20kg/m3、厚さ10mm以上）を追加して十分な断熱を行ってください。

本紙　　　1枚　本紙　　　1枚　本紙　　　1枚　 本紙　　　1枚　

○番
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51
φ12.7×(φ15.9)  1個
φ19.1×(φ15.9)  1個

51
91
(φ15.9)×φ19.1 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 2個

01 (φ9.5)×φ6.4 2個

09
06
φ12.7×(φ15.9) 1個
φ9.5×(φ15.9) 1個
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92
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5×φ6.4 1個 91

92

(φ15.9)×φ19.1 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5×φ6.4 1個

94  φ15.9 ×φ19.1×(φ22.2) 1個
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92
(φ22.2)×φ19.1×φ15.9 2個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5×φ6.4 1個
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接続配管径

外形寸法
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断　熱　材
（ガス側／液側）

○番
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φ19.1×(φ22.2) 1個
φ25.4×(φ22.2) 1個
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91

(φ22.2)×φ25.4 1個
(φ22.2)×φ15.9 2個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 1個

○番

96 φ25.4×φ28.6 ×(φ31.8) 1個
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(φ28.6)×φ31.8 1個
(φ28.6)×φ25.4×φ22.2 2個
(φ22.2)×φ19.1 2個
(φ28.6)×φ15.9 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 1個
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○番

28 φ31.8×(φ38.1) 1個
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91

(φ38.1)×φ31.8×φ28.6 2個
(φ28.6)×φ25.4 1個
(φ28.6)×φ25.4×φ22.2 1個
(φ38.1)×φ15.9 1個
(φ15.9)×φ12.7×φ9.5 1個
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RBM-BY55 RBM-BY105 RBM-BY205 RBM-BY305

部品 （注）1. 寸法はmm、（　）無しは接続配管の径、（　）有りは外形寸法を示します。
 2. ソケットの内側にノッチ（突起）の付いている方が接続される配管側です。（ 51 , 53 , 69 はノッチなし ） 接続配管径

ノッチ

ソケット

●室内ユニットに接続する配管径に合わせて、ソケット（○番）あるいは多段形
ソケット（□番）を選定し、多段形ソケットの場合は下記によりパイプカッタ
ーで切断してください。

●パイプ切断後は必ずバリ取りを行い、端面を仕上げてください。配管にツブレ、
変形などが生じた場合は、拡管器で整形して配管挿入性を改善してください。

●分岐管、挿入するソケット、多段形ソケットの内部にゴミ・水分・異物などが
ないことを確認してください。

接続方法
＜液側分岐管＞

＜ガス側・液側分岐管＞

●分岐管の据付け向き
分岐管は均一に分流する
ように水平または垂直に
据え付けてください。現地手配の配管

室外機側へ

入口

現地手配
の配管

液側分岐管ソケット

ソケット
他の分岐管又は
室内ユニットへ

出口（1）

出口（2） ソケット

向きの方向は
どちらも可

垂直の場合

（A矢視図）

（水平線）

A
B

±15°以内
（水平線）

（B矢視図）
±15°以内

水平の場合

ガス側分岐管 ソケット

ソケット

入口

出口（2）室外機側へ

現地手配の配管
現地手配の配管

出口（1）

他の分岐管又は
室内ユニットへ

ソケット

＜ガス側分岐管＞

お願い
●冷媒配管のロー付け時に、配管内部の酸化を防ぐため、必ず窒素を通して作
業してください。窒素を通さないと酸化スケールによる冷凍サイクルのつま
りが発生し、作動不良の原因になります。
●冷媒配管はきれいな新品の配管を使用し、水分・ゴミを混入させないよう施
行してください。

お願い
●分岐管は均一に分流するように水平または垂直に据え付け、
水平の場合には±15°以内にしてください。
●分岐管の支えについて
分岐管は断熱後吊り金具（現地手配）によって支えを設けてください。

A パイプカッターの
切断位置

パイプカッターの
切断位置

ノッチ D

B

ノッチD

挿入配管径（D） φ9.5 φ12.7 φ19.1 φ31.8
A寸法（目やす） 10 11 17 24

挿入配管径（D） φ25.4 φ28.6
B寸法（目やす） 16 17

〈多段形ソケット  91  ,  92  ,  94  ,  97  の例〉 〈多段形ソケット  95  ,  96  の例〉

●据付工事はR410A用もしくはR32用に製造された専用のツール・配管を使用し、こ
の据付説明書に従って確実に行ってください。

●据付工事は販売店または専門業者に依頼してください。
●本品には下記の部品が入っていますので、ご確認ください。
●記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。


